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令和７年８月 25 日 

 

読谷村議会 

議長 伊 波  篤 殿 

 

読谷村議会議員 

比 嘉 幸 雄   印 

 

一 般 質 問 通 告 書          
  

第 547 回読谷村議会定例会において次の事項の質問をしたいので、会議規則第 61 条第

２項の規定により通告いたします。 

質 問 要 旨 答弁を求める者 

１ 沖縄西海岸道路について 

（１）浦添北道路(2.0Km)、宜野湾バイパス(5.8Km)、北谷拡幅 8車

線化事業(4.3Km)、嘉手納バイパス(3.2Km)、読谷道路

(6.0Km)沖縄西海岸道路各路線における、令和５年度令和６

年度の予算額・進捗率を求める。 

（２）嘉手納バイパスにおける事業の現状と嘉手納バイパスの工事

遅れの理由について答弁を求める。 

（３）令和５年６月、本会議部長答弁で嘉手納バイパスの事業進捗

に関し、村行政として直接関与を控えていたが今後は嘉手納

町へのアプローチも必要との答弁があった。２年あまり経過

したが嘉手納町へのアプローチはあったか答弁を求める。 

（４）嘉手納バイパスのルートは決まっているか。 

（５）令和３年 12 月の沖縄総合事務局読谷道路再評価資料におい

て、読谷道路周辺の区画整理事業の遅れに伴う読谷道路の計

画見直しとは何か説明を求める。 

（６）読谷道路に関し、事業の必要性に関する視点で過去５年間で

どのような団体より、どのような要望活動があったか答弁を

求める。 

（７）沖縄西海岸道路開通による効果について、農業・観光の視点

で答弁を求める。 

（８）沖縄西海岸道路の全線開通に向けての、プロセスを伺う(完

成年度ではない)。 
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質 問 要 旨 答弁を求める者 

（９）間違いなく、沖縄西海岸道路読谷道路は嘉手納バイパスより

早く完成して開通する。国道 58 号などの交通渋滞緩和、読谷村

や読谷以北における農産物等の物流効率化、読谷村・恩納村の

観光産業振興、安全・安心できる暮らしの確保として救急搬送

の所要時間の短縮、各団体より多くの早期整備に関する要望に

応える対策として、仮説道路でもなんとか国道 58 号と読谷道路

端末古堅給油所前を結ぶ線路の確保を国・県に要請できない

か。 

 

２ 嘉手納弾薬庫を横断する構想道路について。 

 (１) 嘉手納弾薬庫横断道路構想の説明を求める。 

（２）県軍用地転用促進・基地問題協議会において、米軍施設区域

内で共同使用を前提として道路整備ができるよう、日米関係機

関との協議の場を求めることはどのような進捗があったのか。 

（３）報道によると、村は弾薬庫内の道路整備により伊良皆(北)交

差点の T字路を沖縄市の倉敷・登川付近と繋げたい。県道とし

ての整備を県に要望しているとある、沖縄自動車道北インター

と接続し高規格道路としての整備を求めるべきではないか。 

（４）構想道路の整備により、現在読谷村役場より中部病院迄 31 分

かかっている救急搬送の所要時間を短縮することができ、救命

率の向上に寄与する。(出血多量時の死亡率が 50%に低下する)

読谷村に港湾施設はない。防災・天災・避難の観点から県内有

数の港湾施設である東海岸へのアクセス道路としても期待でき

る。嘉手納弾薬庫を横断する道路必要性の答弁を求める。 

 

３ 読谷村内の公共交通について。 

（１）県公共交通活性化推進協議会とは説明を求める。 

（２）経由地や目的地が同じものをまとめた「統合時刻表」とは説

明を求める。 

（３）宜野湾市、西普天間地区に開設された、琉球大学医学部・大

学病院へのアクセス向上の為、読谷村から国道 58 号を経由し

て琉大病院に向かうバス路線導入の検討を進める方針の経緯

の説明を求める。 

 

 

 
 


